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２０２１年全日本ラリー選手権統一規則 

＜新旧対照表＞ 下線部分：変更箇所 

２０２１年規定 ２０２０年規定 

第１章 大会告知

第１条 競技会特別事項

【略】

○競技会の定義および組織

２０２１年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第○戦「［競技会の名称］」は、一般社団

法人日本自動車連盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとにＦＩＡ国際モータ

ースポーツ競技規則およびその付則に準拠した日本自動車連盟（ＪＡＦ）の国内

競技規則およびその細則、２０２１年日本ラリー選手権規定、２０２１年全日本

ラリー選手権統一規則、ラリー競技開催規定および本競技会特別規則に従い国内

競技として開催される。

○プログラム【略】

○競技会の名称

２０２１年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第○戦 ○○ラリー２０２１

○競技の格式

ＪＡＦ公認：国内競技 ＪＡＦ公認番号２０２１年〇〇〇〇号

○競技種目【略】

○開催日程および開催場所

２０２１年〇月〇日（〇）～〇月〇日（〇）の〇日間

【略】

○競技会本部（ＨＱ） ～ 〇参加申込および問い合わせ先（大会事務局）【略】

○保険

２０２１年日本ラリー選手権規定第１７条に基づき、対人賠償保険（無制限／

〇〇〇万円以上）および搭乗者保険（または共済等）（無制限／〇〇〇万円以上）

に加入していること。

［※上記金額を決定し明記すること］

第１章 大会告知

第１条 競技会特別事項

【略】

○競技会の定義および組織

２０２０年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第○戦「［競技会の名称］」は、一般社団

法人日本自動車連盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとにＦＩＡ国際モータ

ースポーツ競技規則およびその付則に準拠した日本自動車連盟（ＪＡＦ）の国内

競技規則およびその細則、２０２０年日本ラリー選手権規定、２０２０年全日本

ラリー選手権統一規則、ラリー競技開催規定および本競技会特別規則に従い国内

競技として開催される。

○プログラム【略】

○競技会の名称

２０２０年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第○戦 ○○ラリー２０２０

○競技の格式

ＪＡＦ公認：国内競技 ＪＡＦ公認番号２０２０年〇〇〇〇号

○競技種目【略】

○開催日程および開催場所

２０２０年〇月〇日（〇）～〇月〇日（〇）の〇日間

【略】

○競技会本部（ＨＱ）～ 〇参加申込および問い合わせ先（大会事務局）【略】

○保険

２０２０年日本ラリー選手権規定第１７条に基づき、対人賠償保険（無制限／

〇〇〇万円以上）および搭乗者保険（または共済等）（無制限／〇〇〇万円以上）

に加入していること。

［※上記金額を決定し明記すること］
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○音量規制 ～ 〇レッキの実施方法【略】

○タイヤおよびホイール

１）ホイール：

【略】

※なお、２０２２年以降本項について変更を行う場合がある。

２）タイヤ：

   【略】

［※１．舗装（アスファルト、ターマック等）スペシャルステージとして認定

された競技会の場合、以下の条文を追記すること］

・ＦＩＡ公認タイヤについて、全日本選手権においてはその使用は認めら

れない。ただし、ＦＩＡ公認タイヤのうち、ＪＡＴＭＡ ＹＥＡＲ ＢＯ

ＯＫに記載されているもの、またはこれと同等なものであり、かつ公道

走行が認められているタイヤについては使用することができる。

 なお、２０２１年全日本ラリー選手権統一規則第２条によりＦＩＡ国際

モータースポーツ競技規則付則Ｊ項に準拠することが定められた車両

については、当該年のＦＩＡレジョナルラリー競技規則付則Ｖに規定さ

れるＦＩＡ公認タイヤを使用すること。

    【略】

○セレモニアルスタート／フィニッシュ ～ ○細則【略】

第２章 競技参加に関する基準規則

第２条 参加車両

 当該年の日本ラリー選手権規定第７条に従う。

なお、Ｒ車両のうち、ラリー競技開催規定 細則：スペシャルステージラリー開催

規定第５条１．２）（１）および国内競技車両規則第２編ラリー車両規定第１章第２

条２．１）②に基づき全日本ラリー選手権に出場する車両は、現在有効なＦＩＡ公

認車両であり且つ当該年のＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第２５

１条１．１  Categories and groups に示す Category 1・ Groups R 
(Rally5/Rally4/Rally3/Rally2) のそれぞれに適用される規定に準拠した車両であ
ること。

○音量規制 ～ 〇レッキの実施方法【略】

○タイヤおよびホイール

１）ホイール：

【略】

※なお、２０２１年以降本項について変更を行う場合がある。

２）タイヤ：

【略】

［※１．舗装（アスファルト、ターマック等）スペシャルステージとして認定

された競技会の場合、以下の条文を追記すること］

・ＦＩＡ公認タイヤについて、全日本選手権においてはその使用は認めら

れない。ただし、ＦＩＡ公認タイヤのうち、ＪＡＴＭＡ ＹＥＡＲ ＢＯ

ＯＫに記載されているもの、またはこれと同等なものであり、かつ公道

走行が認められているタイヤについては使用することができる。

【略】

○セレモニアルスタート／フィニッシュ ～ ○細則【略】

第２章 競技参加に関する基準規則

第２条 参加車両

当該年の日本ラリー選手権規定第７条に従う。
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第３条 クラス区分

当該年の日本ラリー選手権規定第８条に従う。

第４条 参加資格

 当該年の日本ラリー選手権規定第９条に基づき以下に従うこと。

１）参加申し込み締め切り時点において、参加車両を運転するのに有効な運転免

許を取得後、１年以上経過していること。ただし、ドライバーもしくはコ・ド

ライバーのうち、いずれかが過去に地方ラリー選手権競技会において、２回以

上の順位認定を受けた実績がある場合は、この限りではない。

 ２）～５）【略】

第５条 ～ 第８条【略】

第９条 安全装備

１）クルーが着用するもの：

【略】

なお、ＦＩＡ公認のＦＨＲシステムについて、全日本選手権ではその着用を

必須とする。ＦＨＲシステムの着用に伴うシートベルトの取り付けに関して

は、ＦＩＡガイドライン（『Guide and installation specification for HANS® 
devices in racing competition』または『Guide and installation specification 
for Hybrid & Hybrid Pro devices in racing competition』）を推奨する。
２）参加車両に搭載するもの：

（１）～（２）【略】

（３）非常用信号灯（発炎筒）

（４）～（７）【略】

第１０条 書類検査および車両検査

１．書類検査：

【略】

４）その他、必要な場合は、「臨時運行許可証（臨時運行許可申請書）」、「自動

車カルネおよび登録証書」等。

２．【略】

第３条 クラス区分

１）当該年の日本ラリー選手権規定第８条に従う。

２）不成立となるクラスの車両が参加出走した場合において、当該車両は成立し

ているクラスのうちの最上位クラスに区分されるものとし、最上位クラスは当

該車両を含んだ順位に基づいて得点が与えられるものとする。

第４条 参加資格

当該年の日本ラリー選手権規定第９条に基づき以下に従うこと。

１）参加申し込み締め切り時点において、参加車両を運転するのに有効な運転免

許を取得後、１年以上経過していること。ただし、ドライバーもしくはナビゲ

ーターのうち、いずれかが過去に地方ラリー選手権競技会において、２回以上

の順位認定を受けた実績がある場合は、この限りではない。

２）～５）【略】

第５条 ～ 第８条【略】

第９条 安全装備

１）クルーが着用するもの：

【略】

なお、ＦＩＡ公認のＦＨＲシステムについて、２０２０年全日本選手権では

その着用を強く推奨する（２０２１年以降の全日本選手権では着用を必須とす

る）。

２）参加車両に搭載するもの：

（１）～（２）【略】

（３）非常用信号灯（発煙筒）

（４）～（７）【略】

第１０条 書類検査および車両検査

１．書類検査：

【略】

２．【略】
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第３章 競技に関する基準規則

第１１条 ～ 第１２条【略】

第１３条 燃料補給および充電

【略】

なお、本統一規則第２条によりＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項に

準拠することが定められた車両についても、当該年の国内競技車両規則第２編ラリ

ー車両規定第1章「一般規定」第８条「燃料」の項が適用される。

第１４条 ～ 第１７条【略】

第４章 ～ 第７章【略】

以上

第３章 競技に関する基準規則

第１１条 ～ 第１２条【略】

第１３条 燃料補給および充電

【略】

第１４条 ～ 第１７条【略】

第４章 ～ 第７章【略】

以上


